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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　靴本体と踵部とによって構成される靴において、
　前記踵部に着脱可能に嵌る嵌込部と、を備え、
　前記嵌込部は、底面部と側面部とを有し、
　前記側面部は、前記靴本体の側方と重なり合わないように形成され、
　前記側面部は、前記踵部の周囲を囲むように連続して形成され、
　前記嵌込部は、底面部と側面部とを有し、
　前記底面部から前記側面部に連通する空気を通すための空気溝が形成され、
　前記空気溝は、前記側面部の上方において高さが漸減するように形成されており、上方
から前記空気溝を通して水が入らないようにされていることを特徴とする、靴のヒールカ
バー。
【請求項２】
　靴本体と踵部とによって構成される靴において、
　前記踵部に着脱可能に嵌る嵌込部と、を備え、
　前記嵌込部は、底面部と側面部とを有し、
　前記側面部は、前記靴本体の側方と重なり合わないように形成され、
　前記側面部は、前記踵部の周囲を囲むように連続して形成され、
　前記嵌込部の底面部に複数の吸盤を備え、
　複数の前記吸盤は、外周近傍において高くなっているとともに、中央近傍において低く
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なっていることを特徴とする、靴のヒールカバー。
【請求項３】
　靴本体と踵部とによって構成される靴において、
　前記踵部に着脱可能に嵌る嵌込部と、を備え、
　前記嵌込部は、底面部と側面部とを有し、
　前記側面部は、前記靴本体の側方と重なり合わないように形成され、
　前記側面部は、前記踵部の周囲を囲むように連続して形成され、
　前記嵌込部の底面部には、前記底面部が面内方向に伸縮しやすくなるように、蛇腹部が
形成され、前記蛇腹部は、前記底面部の平面形状と略相似形に形成されていることを特徴
とする、靴のヒールカバー。
【請求項４】
　靴本体と踵部とによって構成される靴において、
　前記踵部に着脱可能に嵌る嵌込部と、を備え、
　前記嵌込部は、底面部と側面部とを有し、
　前記側面部は、前記靴本体の側方と重なり合わないように形成され、
　前記側面部は、前記踵部の周囲を囲むように連続して形成され、
　前記嵌込部の底面部には、前記底面部が面内方向に伸縮しやすくなるように、蛇腹部が
形成され、前記蛇腹部は、略十文字形に形成されていることを特徴とする、靴のヒールカ
バー。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、靴のヒールカバーに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、靴は、使用する度に、特にヒールの部分のみが磨り減っていき、使用できる
期間が短くなることが問題であった。
【０００３】
　こうしたことから、例えば、特許文献１には、ヒールのうち磨耗が最も著しい部分のみ
を交換可能とした靴底の構造が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】実開平６－８２９０５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、特許文献１のような靴底の構造では、特注の靴にしか対応することがで
きず、市販の靴などには個人が自らの手で容易に適用できるものではなかった。
【０００６】
　そこで、本発明は、市販の靴などにも容易に適用することができる靴のヒールカバーを
提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前記目的を達成するために、本発明の靴のヒールカバーは、靴本体と踵部とから成る靴
の前記踵部に着脱可能に嵌る嵌込部を有することを特徴とする。
【発明の効果】
【０００８】
　このような本発明の靴のヒールカバーは、上記した構成なので、ヒールカバーを靴の踵
部に嵌め込むだけで済むため、市販の靴などにも容易に適用することができる。また、ヒ
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ールカバーが磨り減って靴底に達する前に交換すれば、靴をさらに長持ちさせることがで
きる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】実施例１の靴のヒールカバーを靴の踵部に嵌め込んだ状態を示す説明図である。
【図２】実施例１の靴のヒールカバーの概略構成を示す説明図である。
【図３】図２におけるＡ－Ａ線矢視断面図である。
【図４】実施例１の嵌込部の側面の一部の概略構成を示す説明図である。
【図５】実施例２の靴のヒールカバーを靴の踵部に嵌め込んだ状態を示す説明図である。
【図６】実施例３の靴のヒールカバーの概略構成を示す斜視図である。
【図７】実施例４の靴のヒールカバーの概略構成を示す斜視図である。
【図８】実施例４の靴の図７におけるＢ－Ｂ線矢視断面図である。
【図９】実施例５の靴のヒールカバーの概略構成を示す斜視図である。
【図１０】実施例６の靴のヒールカバーの概略構成を示す斜視図である。
【図１１】実施例６の空気溝の構成を説明する説明図である。（ａ）は、空気溝の正面図
であり、（ｂ）は空気溝の断面図である。
【図１２】実施例６の吸盤の高さの分布を説明する断面図である。
【図１３】実施例６の位置合わせ手段の構成を説明する平面図である。（ａ）は、直角三
角形状の突出片であり、（ｂ）は半円形状の突出片であり、（ｃ）は切欠であり、（ｄ）
は部分的な切欠である。
【図１４】実施例６のヒールカバーの形状について説明した説明図である。
【図１５】実施例６の嵌込部の底面部の形状を説明する断面図である。
【図１６】実施例７のヒールカバーのアウトソール部の平面図である。
【図１７】実施例７の変形例のヒールカバーのアウトソール部の平面図である。
【図１８】実施例７の変形例のヒールカバーのアウトソール部の平面図である。
【図１９】調整部材の斜視図である。
【図２０】図１６のＣ－Ｃ面で切断された蛇腹部の断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本発明を実施するための形態を、図面に示す実施例１～５に基づいて説明する。
ここにおいて、本発明において「ヒールカバー」とは、靴の踵部（かかと部）に嵌め込ま
れて踵部を覆うものとして定義される。
【実施例１】
【００１１】
（構成）
　まず、構成について説明する。図１は、実施例１の靴のヒールカバー１を靴Ｓの踵部Ｓ
１に嵌め込んだ状態を示しており、図２は、実施例１の靴のヒールカバー１の概略構成を
示している。なお、この実施例１の靴のヒールカバー１では、一例として、曲面部が後側
に向いたカマボコ型の踵部Ｓ１を有する男性用の靴Ｓに適用するものについて示している
。
【００１２】
　この実施例１の靴のヒールカバー１は、靴Ｓの踵部Ｓ１と略相似形状のカマボコ型であ
り、図１に示したように、靴本体Ｓ０と踵部Ｓ１とから成る靴Ｓのカマボコ型の踵部Ｓ１
に着脱可能に嵌る嵌込部１１を有する構成とされている。なお、ヒールカバー１の形状は
、靴Ｓの踵部Ｓ１の略相似形状に限定されるものではなく、適度な弾性変形性能を有して
いれば、ある程度の形状の相違には対応できる。
【００１３】
　また、このヒールカバー１は、図１及び図２に示したように、嵌込部１１の後側と左右
の上端縁に、靴本体Ｓ０と踵部Ｓ１との間に形成される段差（踵部Ｓ１の周囲において、
靴本体Ｓ０の側面よりも外側にせり出した部分の上向き面）に引っ掛ける内側へ突出した
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フランジ状の引掛部１２を有する。すなわち、引掛部１２は、段差に引っ掛けるために、
内側に屈曲したＬ字状断面乃至鉤状断面に形成される。
【００１４】
　この嵌込部１１の側面部は、タイトな締め付け用の壁状のゴム（合成ゴム）又は樹脂（
合成樹脂）で形成されていることが好ましく、側面部によって踵部Ｓ１を締め付けること
で、踵部Ｓ１とヒールカバー１との接合強度を高めている。すなわち、嵌込部１１の内周
長さは、踵部Ｓ１の外周長さよりも短く形成されているため、ヒールカバー１を靴Ｓに装
着する際には嵌込部１１を手で引き伸ばしつつ踵部Ｓ１に嵌め込む。
【００１５】
　上述したように、ヒールカバー１全体は、合成ゴム又は合成樹脂などの素材で形成され
ているが、嵌込部１１のある上側は、伸び縮みのよい合成ゴム又は合成樹脂を用いており
、靴Ｓの踵部Ｓ１のサイズがある程度異なっていてもヒールカバー１を適用できるように
なっている。伸び縮みのよい合成ゴムの１種として、例えば、シリコンゴムを使用するこ
とが好ましい。
【００１６】
　また、ヒールカバー１の下側のアウトソール部は、磨り減り難いように硬めの合成ゴム
又は合成樹脂を用いるのが好ましい。このヒールカバー１の下側のアウトソール部の素材
としては、一般的にソールとして用いられる素材を用いることができる。さらに、ヒール
カバー１の下側のアウトソール部には、悪路、雪道、ぬかるみ用に鋲やスパイクなどを配
置することもできる。
【００１７】
　もちろん、ヒールカバー１の上側と下側の素材は、同じものを用いて実施してもよい。
このように同じ素材を用いれば、１回の射出成形によってヒールカバー１全体を作ること
ができる。
【００１８】
　また、図２及び図３に示したように、嵌込部１１の底面（内面であって装着時に上を向
いた面）には、踵部Ｓ１との密着性を高めるために、上側に向いた複数の吸盤１３を備え
ている。なお、図示は省略したが、嵌込部１１の底面に１つの上側に向いた大きな吸盤１
３を備えるようにして実施してもよい。さらに、嵌込部１１の側面にも、単一又は複数の
吸盤を配置することもできる。なお、図３に点線で示したように、吸盤１３の周囲には、
縁部を立設することもできる。さらに、図２に示すように、ヒールカバー１の嵌込部１１
の前側の側面上部から、ベロ部２１が前方に突出しており、指で摘まみやすくなっている
。これにより、ベロ部２１を指で摘まんで引っ張ることで、ヒールカバー１の取り付け・
取り外しが容易になる。なお、ベロ部２１は、嵌込部１１の後側の側面上部に配置するこ
ともできる。
【００１９】
　図４（ａ）～（ｃ）には、嵌込部の側面の一部の概略構成を示す。なお各図において、
左側に正面図を示し、右側に断面図を示している。さらに、嵌込部１１の側面には、図４
（ｃ）に示したような内側に向いた魚の逆鱗型の吸盤１４，・・・を備えることもできる
。この魚の逆鱗型の吸盤１４，・・・は、基部が下向きの鱗状（くさび形状）の突出部に
なっており、突出部の表面中央近傍に半球状の凹部（吸盤部）が設けられているので、踵
部Ｓ１を嵌め込むときは、比較的スムーズに嵌め込むことができるが、取り外そうとする
と、吸盤部の吸着力だけでなく、突出部の形状によって取り外れ難くなっている。逆に言
うと、足を踏み込むことによって、嵌込部１１の側面は押し込まれる方向に移動し、足を
持ち上げると（踏み込みを緩めると）逆鱗型の基部が踵部Ｓ１に掛止されて踵部Ｓ１と一
体となって移動するのである。
【００２０】
　他にも、図４（ａ）に示したように、逆鱗型の突起を設けずに側面内に複数の半球状の
凹部（吸盤部）のみを千鳥状に配置することもできる。さらに、図４（ｂ）に示したよう
に、半球状の凹部（吸盤部）を設けずに下向きの鱗状の突出部のみを千鳥状に配置するこ
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ともできる。
【００２１】
　また、図示は省略したが、嵌込部１１の底面には、踵部Ｓ１との接合手段として吸盤１
３を設けずに両面テープを貼設したり、吸盤１３の上面中央部に両面テープを追加して貼
設したりすることもできる。さらに、吸盤１３の周辺（吸盤１３と吸盤１３の間）に両面
テープを貼設することも可能である。
【００２２】
　さらに、この接合手段としては、両面テープに代えて、接着剤などを用いて実施しても
よい。接着剤を用いた場合には、接合強度が大きくなるという利点を有するが、摩耗した
ヒールカバー１を取り替える場合などには、前回の接着剤を丁寧に取り除いておくことが
必要となる。この他、地震時の家具の固定等に用いられることの多い、粘着性を有するシ
リコンゲルを用いることもできる。
【００２３】
　或いは、この接合手段として、嵌込部１１の底面と踵部Ｓ１のいずれか一方に金属板を
貼設し、他方に磁石を貼設するようにして磁力接合を用いて実施してもよい。さらに、嵌
込部１１と踵部Ｓ１の両方に磁石を配置することもできる。このように磁力を用いること
で、踵部Ｓ１とヒールカバー１との接合強度を大きくできるうえ、摩耗した際にも容易に
交換できるようになる。
【００２４】
（作用・効果）
　次に、実施例１の作用・効果を列挙して説明する。
【００２５】
　このような実施例１の靴のヒールカバー１は、靴本体Ｓ０と踵部Ｓ１とから成る靴Ｓの
踵部Ｓ１に着脱可能に嵌る嵌込部１１を有する構成とされている。
【００２６】
　上記した構成なので、ヒールカバー１を靴Ｓの踵部Ｓ１に嵌め込むだけで済むため、市
販の靴Ｓなどにも容易に適用することができる。また、踵部Ｓ１に嵌め込むだけであり、
アッパー部分には影響を与えないため、靴Ｓの外観を損なうこともない。
【００２７】
　他方、容易に取り外すことができるため、例えば客先を訪問する際など靴の外観を特に
美しく見せたい場合には、一時的に取り外しておくことも容易である。加えて、踵部Ｓ１
の側面についての摩耗や損傷を防止することができる。これとは逆に、踵部Ｓ１のアウト
ソール部が摩耗したために廃棄しようとする靴Ｓに適用することもできるため、靴Ｓを再
生することもできる。
【００２８】
　また、ヒールカバー１が磨り減って靴底に達する前に交換すれば、靴Ｓをさらに長持ち
させることができる。すなわち、踵部Ｓ１のアウトソール部は摩耗しないため、擦り減っ
たヒールカバー１を取り替えて新しいヒールカバー１を適用すれば、半永久的に踵部Ｓ１
のアウトソール部の摩耗を防止することができる。
【００２９】
　さらに、用いる素材が安価であり、かつ、大量生産にも適した単純な形状とすることが
できるため、靴Ｓを修理する場合に比べて大幅に安価で済む。
【００３０】
　ここで、ヒールカバー１は、靴本体Ｓ０と踵部Ｓ１との間に形成された段差に引っ掛け
る引掛部１２を有する。このため、引掛部１２の段差への引掛力により、ヒールカバー１
を踵部Ｓ１から取れ難くすることができる。すなわち、ヒールカバー１は伸び縮みする素
材によって形成されるため、引き伸ばされた状態で引掛部１２を段差に引っ掛けることに
よって、ヒールカバー１が外れてしまうことを防止できる。
【００３１】
　また、嵌込部１１の底面（上向きの内面）には１つ又は複数の吸盤１３を備えている。
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このため、吸盤１３の吸着力により、ヒールカバー１を踵部Ｓ１からより取れ難くするこ
とができる。さらにいえば、この吸盤１３には繰り返し吸盤を押し付ける方向の力が作用
するため、歩行の際に足を踏み込むごとに吸盤１３の吸着力が高められる。さらに、複数
の吸盤１３を備える場合には、踵部Ｓ１の底面に吸い付く領域が複数に分散するようにな
るため、いっそうヒールカバー１が踵部Ｓ１から外れにくくなる。
【００３２】
　さらに、嵌込部１１の側面に、魚の逆鱗型の吸盤１４，・・・を備えている。このよう
に構成すれば、魚の逆鱗型の吸盤１４，・・・の吸着力と戻力により、ヒールカバー１を
踵部Ｓ１からいっそう取れ難くすることができる。なお、嵌込部１１において、吸盤１３
は任意に配置することができる。例えば、底面及び側面に吸盤１３を配置したり、底面の
みに吸盤１３を配置したり、側面のみに吸盤１３を配置したりすることが可能である。さ
らに、底面及び側面における吸盤１３の平面的な配置についても、千鳥配置、整列配置な
ど、どのような配置であってもよい。また、吸盤１３の大きさについても、場所ごとに異
なる大きさにすることもできる。
【００３３】
　また、嵌込部１１の底面に、踵部Ｓ１との接合手段としての両面テープを設けることも
好ましい。このように構成すれば、接合手段としての両面テープの接合力により、ヒール
カバー１を踵部Ｓ１からいっそう外れ難くすることができる。さらに、踵部Ｓ１に凹凸が
ある場合などには、接着剤によって嵌込部１１を踵部Ｓ１と接着することもできる。
【実施例２】
【００３４】
　次に、実施例２について説明する。なお、実施例１で説明した内容と同一乃至均等な部
分の説明については同一符号を付して説明する。
【００３５】
　この実施例２の靴のヒールカバー１では、図５に示したように、靴本体Ｓ０の足を入れ
る縁に鈎状の先端を引っ掛ける３本のＩ字状のアーム部１５，・・を有し、アーム部１５
，・・の靴本体Ｓ０への引掛力により、ヒールカバー１を踵部Ｓ１から更により取れ難く
することができるようにしたことが実施例１の靴のヒールカバー１と主に異なる。
【００３６】
　アーム部１５，・・の先端は、靴Ｓを履く人の足を傷付けないように面取りされている
。また、アーム部１５は、靴本体Ｓ０の足を入れる縁の後部のみを引っ掛けるものだけを
用いて実施してもよいし、後部と内側部又は外側部のみを引っ掛けるものだけを用いて実
施してもよいし、内側部又は外側部のみを引っ掛けるものだけを用いて実施してもよい。
すなわち、アーム部１５は、３本に限定されるものではなく、１本であってもよいし、２
本であってもよいし、４本以上であってもよい。さらに、アーム部１５の形状は、図示し
たＩ字状のものに限定されるものではなく、どのような形状であってもよい。例えば、ア
ーム部１５は、先端が分岐したＴ字状やＹ字状であってもよいし、Ｘ字状に交差させるこ
となどもできる。
【００３７】
　アーム部１５は、靴Ｓ本来のデザインを壊さないように、靴Ｓと同色にしたり透明にし
たりして実施してもよいし、特に子供や老人の夜間の安全性を考慮して蛍光色などにして
実施してもよい。もちろん、アーム部１５に加えて、実施例１の引掛部１２をさらに設け
ることもできる。
【００３８】
　なお、他の構成及び作用効果については、実施例１と略同様であるので説明を省略する
。
【実施例３】
【００３９】
　次に、実施例３について説明する。なお、実施例１、２で説明した内容と同一乃至均等
な部分の説明については同一符号を付して説明する。
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【００４０】
　この実施例３の靴のヒールカバー１では、図６に示したように、靴Ｓのつま先部まで延
在し、その先端につま先カバー１６を有し、つま先部の磨り減りまで防止できるようにし
たことが実施例１の靴のヒールカバー１と主に異なる。つま先カバー１６の底面は、磨り
減りを考慮して、他の延在部よりも厚さを大きくすることができる。
【００４１】
　このように構成することで、靴Ｓのつま先部のアウトソール部の摩耗を防止することが
できる。さらに、つま先を覆うように引っ掛けることによって、靴Ｓとヒールカバー１の
装着強度を高め、ヒールカバー１全体が靴Ｓから外れにくくなる。
【００４２】
　なお、他の構成及び作用効果については、実施例１と略同様であるので説明を省略する
。
【実施例４】
【００４３】
　次に、実施例４について説明する。なお、実施例１～３で説明した内容と同一乃至均等
な部分の説明については同一符号を付して説明する。この実施例４の靴のヒールカバー１
では、図７、図８に示したように、ヒールカバー１が、靴Ｓの全周を覆うように構成され
ていること、及び、ヒールカバー１が防水機能を有するオーバーハング部１７を備えるこ
と、が実施例１の靴のヒールカバー１と主に異なる。
【００４４】
　換言すると、本実施例のヒールカバー１は、靴Ｓの踵部Ｓ１だけではなく、土踏まず部
分からつま先部分にかけて、靴Ｓの底（アウトソール部）の全体を覆うように構成されて
いる。加えて、図８の断面図に示すように、本実施例のヒールカバー１は、Ｌ字状の引掛
部１２の上から内側に湾曲して庇状に突出したオーバーハング部１７を備えている。オー
バーハング部１７の先端の位置は、靴Ｓに嵌めていない状態で、靴Ｓのアッパー部の仮想
位置よりも内側まで延在することにより、靴Ｓに嵌め込んだ状態で、オーバーハング部１
７が変形してアッパー部に隙間なく密着するように形成されることが好ましい。
【００４５】
　このように構成することで、靴Ｓの底全体の摩耗を防止することができるとともに、靴
Ｓの底からの浸水を防止することにより靴Ｓの防水性を高めることができる。さらに、オ
ーバーハング部１７を備えることで、オーバーハング部１７が靴Ｓのアッパー部等に隙間
なく接するため、アッパー部分等からの浸水を防止することにより靴Ｓの防水性を高める
ことができる。
【００４６】
　なお、他の構成及び作用効果については、実施例１と略同様であるので説明を省略する
。
【実施例５】
【００４７】
　次に、実施例５について説明する。なお、実施例１～４で説明した内容と同一乃至均等
な部分の説明については同一符号を付して説明する。
【００４８】
　この実施例５の靴のヒールカバー１では、図９に示したように、ヒールカバー１が、靴
Ｓのアッパー部１８を含む全体を覆うように構成されていることが実施例１の靴のヒール
カバー１と主に異なる。そして、足の甲に対応するアッパー部１８には切込み１８ａが設
けられ、切込み１８ａの両側にベルト１９が架け渡されてスナップ１９ａによって締め付
けて固定できるようになっている。換言すると、本実施例のヒールカバー１は、靴Ｓの踵
部Ｓ１だけではなく、足の甲に対応するアッパー部１８を含む、靴Ｓの全体を覆うように
構成されている。
【００４９】
　このように構成することで、靴Ｓの底全体の摩耗を防止することができるとともに、靴



(8) JP 6653798 B2 2020.2.26

10

20

30

40

50

Ｓの底及び側面からの浸水を防止することにより、靴Ｓの防水性を高めることができる。
さらに、靴Ｓのアッパー部１８をも覆うことによって、アッパー部１８からの浸水を防止
することにより靴Ｓの防水性をいっそう高めることができる。加えて、靴Ｓの全体が嵌め
込まれることでヒールカバー１が外れにくくなり、ベルト１９及びスナップ１９ａによっ
て固定することでいっそう外れにくくなる。
【００５０】
　なお、他の構成及び作用効果については、実施例１と略同様であるので説明を省略する
。
【実施例６】
【００５１】
　次に、図１０～図１３を用いて、実施例６について説明する。なお、実施例１～５で説
明した内容と同一乃至均等な部分の説明については同一符号を付して説明する。
【００５２】
　この実施例６の靴のヒールカバー１は、図１０に示したように、カマボコ型でありカマ
ボコ型の踵部Ｓ１に着脱可能に嵌る嵌込部１１を有する構成とされている。なお、ヒール
カバー１の形状は、後述するように、靴Ｓの踵部Ｓ１の略相似形状に限定されるものでは
ない。嵌込部１１は、底面部３１と側面部３２とを有している。そして、嵌込部１１は、
その内側面において、底面部３１から側面部３２に連通する空気を通すための空気溝４１
が形成されている。また、嵌込部１１の底面３１（内面であって装着時に上を向いた面）
には、踵部Ｓ１との密着性を高めるために、上側に向いた複数の吸盤１３、・・・が設け
られている。さらに、本実施例のヒールカバー１は、やや大きめの三角形状のベロ部２１
を備え、ベロ部２１に両面テープ２１０が貼設されて靴底に接着されるようになっている
。なお、両面テープ２１０の他に、粘着剤や吸盤などで靴底に接着されるようにすること
も好ましい。さらに、ベロ部２１の上面の全面に両面テープや粘着剤や吸盤を貼設するこ
とも可能である。
【００５３】
　空気溝４１は、底面部３１から側面部３２に連続して形成される。空気溝４１は、図１
１（ａ）、（ｂ）に示すように、側面部３２の上方において高さが漸減するように形成さ
れている。このような構成によって、吸盤１３が靴底に吸着する際に空気の逃げ道が形成
されて、吸盤１３内を負圧状態にしやすくなるため、ヒールカバー１と靴Ｓとの密着性を
高めることができる。さらに、空気溝４１の上部はテーパ上に浅くなっており、上端部が
開放されていないため、上方からヒールカバー１内に雨水等が浸入することを防止するこ
とができる。この他、側面部３２の上縁は、内側に向かってテーパ状に薄くなっている。
【００５４】
　さらに、本実施例の空気溝４１は、中央の空気溝４１から左右に分岐して斜め上方に延
びる複数の空気溝４１、・・・を備えている。このように構成することによって、分岐し
た複数の空気溝４１、・・・から空気が逃げやすくなる。さらに、分岐した左右の空気溝
４１は、下向きのくさび形状を呈することで嵌込部１１の内面が踵部Ｓ１の外面に接した
状態でヒールカバー１が抜けにくくなる。なお、空気溝４１は、上述した分岐形状に限定
されるものではなく、中央の空気溝４１のみで構成されていてもよいし、どのような形状
であってもよい。さらに、分岐した空気溝４１は、斜め下方に延びるように形成すること
もできるし、横方向（水平方向）に延びるように形成することもできる。
【００５５】
　複数の吸盤１３、・・・は、図１２に示すように、外周近傍において高くなっていると
ともに、中央近傍において低くなっている。このような構成によって、靴Ｓの踵部Ｓ１か
ら受ける荷重を面全体で略均等に分配して受けることができるため、より多くの吸盤１３
が寄与して靴Ｓとヒールカバー１との密着性を高めることができるようになる。
【００５６】
　なお、図１５に示すように、底面部３１の立体形状は、あらかじめ中央近傍が内側に盛
り上がった凸状に形成されることも好ましい。このように底面部３１を凸状に形成するこ
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とで、底面部３１を引き延ばしつつ踵部Ｓ１に嵌め込んだときに、全体の嵌合具合（収ま
り）が向上する。すなわち、あらかじめ底面部３１を凸状に形成しておけば、底面部３１
が伸ばされたときに平面形状に近づくため、結果として踵部Ｓ１に対して収まりがよくな
る。
【００５７】
　さらに、図１５に示すように、複数の吸盤１３、・・・の高さは、底面部３１内におい
てランダムとなるように配置されていることが好ましい。すなわち、ある特定の１つの吸
盤１３の周囲には、高さの異なる吸盤１３が配置されている。このような構成によって、
いずれかの吸盤１３が、多様な踵部Ｓ１の底面のパターンに対して吸着するようになるた
め、靴Ｓとヒールカバー１との密着性を全体的に均一に高めることができる。
【００５８】
　さらに、本実施例では、２つの吸盤１３、１３に対して１つの靴底パターンの凸部が対
応するように形成されている。また、３つの吸盤１３、１３、１３に対して１つの凸部が
対応してもよいし、１つの吸盤１３に対して１つの凸部が対応してもよい。逆に、２つの
凸部に対して１つの吸盤１３が対応してもよいし、３つの凸部に対して１つの吸盤１３が
対応してもよい。他にも、吸盤１３の数と、それに対応する凸部の数の対応はどのような
ものであってもよい。さらにいうと、吸盤の高さ、深さ、幅や、靴底パターンの凸部の高
さ、幅は、どのようなものであってもよい。例えば、吸盤１３の高さが３通り、深さが３
通り、幅が３通りあれば、３×３×３＝２７通りの吸盤の組合せがあり、それぞれが踵部
Ｓ１の中のどの位置に配置されるかを考慮すると、多数の組合せが考えられる。さらに、
吸盤１３と、上述した靴底パターンの凸部の組合せを考慮すると、いっそう多数の組合せ
が考えられる。加えて、素材は、ヒールカバー１の部位ごとに異なっていてもよい。
【００５９】
　この他、靴のヒールカバー１は、図１３に示したように、側面部の平面形状を円型や楕
円型に形成することも好ましい。この場合、円型や楕円型のヒールカバー１は、適度な弾
性を有する素材によって形成される。さらに、楕円の大きさは、踵部Ｓ１の外周長さより
もヒールカバー１の外周長さがひとまわり短くなるようにされている。このような構成に
よって、ヒールカバー１を引き伸ばしつつ踵部Ｓ１に隙間なく（ぴったりと）装着するこ
とができる。
【００６０】
　そして、図１３（ａ）、（ｂ）に示したように、嵌込部１１の前寄りの側面部３２の上
縁近傍には位置合わせ手段としての複数の突出片５１、・・・が円周方向に隣接して並ぶ
ように形成されている。位置合わせ手段としての突出片５１は、靴Ｓの踵部Ｓ１の前方側
の隅角部に相当する位置近傍に配置されるため、靴Ｓの踵部Ｓ１に対する位置関係を規定
することができる。また、突出片５１は、ヒールカバー１の踵部Ｓ１に対する回転を防止
する機能も有する。さらに、突出片５１、・・・が複数配置されることで、多様な靴Ｓの
踵部Ｓ１に対応することが可能となる。
【００６１】
　なお、図１３（ａ）では、各々の突出片５１を直角三角形状に形成されるものとして描
いたが、これに限定されるものではなく、どのような形状であってもよい。各々の突出片
５１は、例えば図１３（ｂ）に示すように、半円形状に形成されるものであってもよい。
また、図１３（ｃ）に示すように、嵌込部１１の前寄りの側面部３２に、位置合わせ手段
として複数の切欠５２を備えることも好ましい。この場合、図１３（ｄ）に示すように、
切欠５２は側壁を上下方向に貫通する必要はなく、側壁の高さの一部分だけに部分的な切
欠５２を設けることも好ましい。このような構成によって、切欠５２を通じた空気の出入
りを防止して、真空度を保持することが可能となる。この点については、図１３（ａ）、
（ｂ）でも同様であり、側壁の高さの全高にわたって突出片５１を設けることもできるし
、側壁の高さ方向の途中に部分的に突出片５１を設けることもできる。
【００６２】
　さらに、図１３（ａ）では、側面部の平面形状を楕円型に形成すること場合について説
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明したが、これに限定されるものではない。図１４の下図に示すように、「隅角部のない
かまぼこ型」又は「角丸のかまぼこ型（若しくは「角丸の四角型」）」に形成することも
好ましい。このように「隅角部のないかまぼこ型」とすることによって、ヒールカバー１
を踵部Ｓ１に対して任意の位置に嵌めることができるようになる。なお、「隅角部のない
かまぼこ型」の前側の辺（図１４では上側の辺）や側方の辺（図１４では左右の辺）には
、直線部があってもなくてもよく、前側の辺や側方の辺は、直線部のない円弧状に形成す
ることもできる。
【００６３】
　これは、図１４の上図及び中図に示すように、「（角のある、通常の）かまぼこ型」に
形成すると、踵部Ｓ１のサイズとヒールカバー１のサイズが異なれば、かまぼこ型の隅角
部が突出する可能性があるためである。具体的にいうと、図１４の上図に示すように、踵
部Ｓ１と比べてヒールカバー１の横幅が狭く縦に長い場合には、前側の辺の左右両側が前
方に耳状に突出することになる。他方、図１４の中図に示すように、踵部Ｓ１と比べてヒ
ールカバー１の横幅が広く縦に短い場合には、側面の辺の前寄りの部分が左右に耳状に突
出することになる。そうすると、踵部Ｓ１にフィットしないうえ、耳状の隙間から空気が
抜けてしまったり、水が入ってしまったりして、ヒールカバー１が外れやすくなる可能性
がある。さらに、突出した耳状の部分は、外部の構造物に引っ掛かりやすいため、歩行時
の安全を損なうおそれがあるうえ、ヒールカバー１がいっそう外れやすくなる。これに対
して、本実施例のヒールカバー１は、あらかじめ隅角部を丸く形成することで突出を防止
することができる。
【００６４】
　なお、他の構成及び作用効果については、実施例１と略同様であるので説明を省略する
。
【実施例７】
【００６５】
　次に、図１６～図１８を用いて、実施例７について説明する。なお、実施例１～６で説
明した内容と同一乃至均等な部分の説明については同一符号を付して説明する。
【００６６】
（構成）
　この実施例７の靴のヒールカバー１は、図１６に示したように、底面部３１の外面とな
るアウトソール部６０に蛇腹部６２を備えていることを特徴としている。すなわち、アウ
トソール部６０は、従来からあるような滑り止めのためのパターン部６１と、底面部３１
全体が面内方向に延びるようにするための蛇腹部６２と、を備えている。
【００６７】
　蛇腹部６２は、図２０の断面図に示すように、底面部３１の中央から外周方向に向かっ
て、複数の凹凸からなる蛇腹状（アコーディオン状、ジグザグ）の断面を備えている。そ
して、蛇腹部６２を含むヒールカバー１の全体が柔軟性（弾性）のある素材から形成され
ることで、中央から外周方向に向かって、底面部３１の面内方向に延びたり縮んだりする
ことができるようになっている。
【００６８】
　蛇腹部６２の平面形状としては、図１６に示したように、底面部３１の平面形状（外周
部がなす形状）と相似形の形状とすることが好ましい。具体的に言うと、底面部３１の外
形が角丸の四角形に形成されていれば、蛇腹部６２も底面部３１の外縁近傍に、角丸の四
角形に形成されることが好ましい。後述するように、蛇腹部６２の形状は、底面部３１の
外形に沿った相似形でなくてもよい。この他、蛇腹部６２の形状・数については、以下に
説明するように様々な変形例を考えることができる。
【００６９】
（変形例１）
　例えば、図１７に示す変形例のように、第１の蛇腹部６２と第２の蛇腹部６２ａとによ
って、二重の蛇腹部６２、６２ａを構成することも好ましい。具体的に言うと、ヒールカ
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バー１のアウトソール部６０は、外側の第１の蛇腹部６２と、内側の第２の蛇腹部６２ａ
と、によって構成されることが好ましい。そして、第１の蛇腹部６２と第２の蛇腹部６２
ａとの間、及び、第２の蛇腹部６２ａとの間、には、パターン部６１が形成されている。
さらに、別の実施態様として、内側の（第２の）蛇腹部（６２ａ）のみを有し、外側の（
第１の）蛇腹部（６２）は有しなくてもよい。このように構成すれば、擦り減りやすい外
周近傍を避けて蛇腹部（６２ａ）を配置することができる、という利点がある。
【００７０】
（変形例２）
　さらに、図１８に示す変形例のように、略十文字形の蛇腹部６２ｂ、６２ｃを形成する
ことも可能である。具体的に言うと、ヒールカバー１のアウトソール部６０は、横方向の
伸びを担保する縦の蛇腹部６２ｂと、縦方向の伸びを担保する横の蛇腹部６２ｃと、４つ
に区分されたパターン部６１と、によって構成されることが好ましい。この他にも、相似
形の蛇腹部（６２、６２ａ）と十文字形の蛇腹部（６２ｂ、６２ｃ）の組み合わせなども
可能である。
【００７１】
（作用・効果）
　次に、本実施例のヒールカバー１が奏する作用・効果について説明する。
【００７２】
（１）本実施例のヒールカバー１の嵌込部１１の底面部３１のアウトソール部６０には、
底面部３１が面内方向に伸縮しやすくなるように、底面部３１の平面形状と略相似形の蛇
腹部６２が形成されている。このため、ヒールカバー１が底面部３１の面内方向に延びや
すくななり、靴Ｓの踵部Ｓ１にフィットしやすくなる。
【００７３】
　この場合、二重の蛇腹部６２、６２ａを配置することも可能である。これによって、い
っそうヒールカバー１が伸び縮みしやすくなるため、いっそう靴Ｓの踵部Ｓ１にフィット
しやすくなる。
【００７４】
（２）また、嵌込部１１の底面部３１のアウトソール部６０には、底面部３１が面内方向
に伸縮しやすくなるように、略十文字形の蛇腹部６２ｂ、６２ｃが形成されていることも
好ましい。このため、ヒールカバー１が底面部３１の面内方向に延びやすくなり、靴Ｓの
踵部Ｓ１にフィットしやすくなる。
【００７５】
　なお、他の構成及び作用効果については、実施例１と略同様であるので説明を省略する
。
【００７６】
　以上、図面を参照して、本発明を実施するための形態を実施例１～６に基づいて詳述し
てきたが、具体的な構成は、これら実施例１～６に限らず、本発明の要旨を逸脱しない程
度の設計的変更は、本発明に含まれる。
【００７７】
　例えば、上記した実施例１～６では、例としてヒールカバー１を男性用の靴Ｓに適用す
るものについてのみ説明したが、これに限定されず、勿論、女性用の靴に適用することも
できる。この他、子供用の靴や長靴などに適用することもできる。さらに、男性用や女性
用のブーツにもヒールカバー１を適用できる。
【００７８】
　また、実施例１では、踵部Ｓ１に嵌め込まれるヒールカバー１がＬ字状の引掛部１２を
有する場合について説明したが、これに限定されるものではなく、引掛部のないＩ字状の
断面であってもよい。逆に、実施例４では、全周が引掛部１２つきのＬ字状の断面である
場合について説明したが、これに限定されるものではなく、全周が引掛部のないＩ字状の
断面であってもよい。さらに、例えばウエッジソールのサンダルなどに適用する場合に前
側をＬ字状断面とし後側をＩ字状断面とするなど、全周でＬ字状の断面とＩ字状の断面と
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【００７９】
　また、実施例６では、側面部に空気溝４１が設けられる場合について説明したが、これ
に限定されるものではなく、側面部に空気溝４１を設けなくてもよい。この場合、二段階
に真空状態を保持することができる。すなわち、複数の吸盤１３、・・・によって真空状
態を冗長化しつつ保持できるとともに、底全体を側面部で囲むことによって底全体を真空
状態にできるようになる。さらに、側面部の内面と踵部Ｓ１の外面との摩擦力によっても
、ヒールカバー１が抜けにくくなる。
【００８０】
　また、図１９に示すように、踵部Ｓ１が凹形状を有していたり、踵部Ｓ１と嵌込部１１
の大きさが相違したりする場合、ヒールカバー１と踵部Ｓ１との間に隙間が生じてしまう
。この隙間を埋めるために、ヒールカバー１は、調整部材７０をさらに備えることも好ま
しい。調整部材７０は、嵌込部１１と同じ素材によって、一方の側面が平面で他方の側面
が円柱面である、薄いかまぼこ型の断面に形成されている。調整部材７０の高さは、踵部
Ｓ１と略同一とされることが好ましい。なお、調整部材７０の形状・大きさは、ここで説
明したものでなくてもよく、他の形状・大きさとすることもできる。
【００８１】
　また、調整部材７０は、接着剤などによって、ヒールカバー（本体）１と接着されるこ
とも好ましい。さらに、別部材として調整部材７０を備えるのではなく、あらかじめヒー
ルカバー１と一体に成形される調整部材７１（図１９の一点鎖線）を備えることも好まし
い。
【符号の説明】
【００８２】
１　　　靴のヒールカバー
１１　　嵌込部
１２　　引掛部
１３　　吸盤
１４　　魚の逆鱗型の吸盤
１５　　アーム部
１６　　つま先カバー
１７　　オーバーハング部
１８　　アッパー部
１８ａ　切込み
１９　　ベルト
１９ａ　スナップ
３１　　底面部
４１　　空気溝
５１　　突出片
６０　　アウトソール部
６１　　パターン部
６２　　蛇腹部
６２ａ～６２ｄ　　蛇腹部
７０　　調整部材
Ｓ　　　靴
Ｓ０　　靴本体
Ｓ１　　踵部



(13) JP 6653798 B2 2020.2.26

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】 【図５】

【図６】



(14) JP 6653798 B2 2020.2.26

【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】

【図１１】

【図１２】

【図１３】



(15) JP 6653798 B2 2020.2.26

【図１４】

【図１５】

【図１６】

【図１７】

【図１８】 【図１９】

【図２０】



(16) JP 6653798 B2 2020.2.26

10

20

フロントページの続き

(56)参考文献  実開平０７－００９１０８（ＪＰ，Ｕ）　　　
              実開昭５７－０２２３０７（ＪＰ，Ｕ）　　　
              実開平０４－０３６８０６（ＪＰ，Ｕ）　　　
              実公昭４７－０３４３７０（ＪＰ，Ｙ１）　　
              中国特許出願公開第１０２８４５９０８（ＣＮ，Ａ）　　　
              実開昭５３－０９９２４５（ＪＰ，Ｕ）　　　
              米国特許出願公開第２０１６／００８８８９７（ＵＳ，Ａ１）　　
              実開昭５３－１４６４５０（ＪＰ，Ｕ）　　　
              特開２０１２－０００２７５（ＪＰ，Ａ）　　　
              登録実用新案第３０３０６６８（ＪＰ，Ｕ）　　　
              実開昭５２－０７４８２７（ＪＰ，Ｕ）　　　
              韓国公開特許第１０－２０１１－０１３５０２８（ＫＲ，Ａ）　　　
              実開昭５９－０７５１１０（ＪＰ，Ｕ）　　　
              実開平０４－０３４９０７（ＪＰ，Ｕ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ａ４３Ｂ　　　１／００－２３／３０
              Ａ４３Ｃ　　　１／００－１９／００
              Ａ４３Ｄ　　　１／００－９９９／００
              Ｂ２９Ｄ　　３５／００－３５／１４


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

